
瀬戸市病児保育施設の設置及び管理に関する条例をここに公布する。 

令和元年１２月２６日 

瀬戸市長 伊 藤 保 德  

瀬戸市条例第３０号 

瀬戸市病児保育施設の設置及び管理に関する条例 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条

の２第１項の規定に基づき、瀬戸市病児保育施設の設置及び管理につい

て必要な事項を定めるものとする。 

（設置） 

第２条 子ども・子育て支援法(平成２４年法律第６５号)第５９条第１１

号の規定に基づく病児保育事業（以下「事業」という。）を実施するこ

とにより、安心して子育てができる環境に寄与するため、瀬戸市病児保

育施設（以下「病児保育施設」という。）を設置する。 

（名称及び位置） 

第３条 病児保育施設の名称及び位置は、次のとおりとする。 

⑴ 名称 瀬戸市病児保育施設 

⑵ 位置 瀬戸市西追分町１６０番地（公立陶生病院内） 

（事業） 

第４条 病児保育施設は、次に掲げる事業を行う。 

⑴ 病気の治療中又は病気の回復期にある児童の保育 

⑵ その他市長が必要と認める事業 

（定員） 

第５条 病児保育施設の定員は、１日につき６人以内とする。 

（対象児童） 



第６条 病児保育施設での保育の対象となる児童は、次の各号のいずれに

も該当する者とする。 

 ⑴ 市内に住所を有すること又は保護者が市内に勤務若しくは通学して

いること。 

 ⑵ 生後６か月から小学校３年生までの間にあること。 

 ⑶ 病気の回復期又は病気の回復期には至っていないが当面症状の急変

のおそれがない状態にあり、安静の確保に配慮する必要がある児童で 

、病児保育が可能と医師が認めること。 

 ⑷ 保護者の就労又は病気その他やむを得ない事由により家庭で保育を

受けることが困難であること。 

 ⑸ 保育児童間の感染等のおそれがないこと。 

 ⑹ 前各号に掲げるもののほか市長が必要と認める事項に該当すること。 

 （利用の登録） 

第７条 病児保育施設の利用を希望する児童の保護者は、規則で定めると

ころにより、あらかじめ市長に届け出し、利用の登録を受けなければな

らない。 

 （利用の許可） 

第８条 前条の規定による登録を受けた児童の保護者は、病児保育施設を

利用しようとするときは、市長の許可を受けなくてはならない。その許

可を受けた事項を変更しようとする場合も、同様とする。 

２ 市長は、前項の許可をする場合において、病児保育施設の管理上必要

な条件を付すことができる。 

 （利用の制限） 



第９条 市長は、病児保育施設が次の各号のいずれかに該当すると認める

ときは、前条第１項の規定により利用の許可を受けようとする児童の保

護者に対し、当該病児保育施設の利用の許可をしないことができる。 

⑴ 定員を超過するとき。 

⑵ その他病児保育施設の管理上の支障があると認められるとき。 

 （利用の許可の取消し等） 

第１０条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、利用の許可を

取り消し、又は利用を制限し、若しくは利用の中止を命ずることができ

る。 

⑴ 第８条の許可の対象となった児童（次条において「保育児童」とい

う。）が、第６条の要件を欠くに至ったとき。 

⑵ 第８条の許可を受けた者（次条において「利用者」という。）が、

利用の許可に付された条件に違反したとき。 

⑶ 病児保育施設が、事業を実施する上で支障があると認められる状況

に至ったとき。 

⑷ 病児保育施設が、災害その他の事故により利用できなくなったとき。 

⑸ その他市長が特に必要と認めたとき。 

（利用料） 

第１１条 利用者は、病児保育施設を利用するときは、利用料を納付しな

ければならない。 

２ 前項の利用料の額は、保育児童１人当たり１日につき５，０００円以

内において規則で定める額とする。 

 （委任） 

第１２条 この条例に定めるもののほか、病児保育施設の管理及び運営に

関し必要な事項は、規則で定める。 



附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ この条例の規定に基づく登録の手続その他の準備行為は、施行前にお

いても行うことができる。 


